
①
昇
級
試
験
課
題
（
条
幅
）
…
【
張
猛
龍
碑
】
令
和
二
年
十
一
月
号
掲
載
の
も
の

②
昇
級
試
験
課
題
（
条
幅
）
…
【
王
鐸
・
行
書
五
律
五
首
巻
】
令
和
三
年
一
月
号
掲
載
の
も
の

③
昇
級
試
験
課
題
（
条
幅
）
…
【
書
譜
】
令
和
元
年
四
月
号
掲
載
の
も
の

除
奉
朝
請
。
優
遊
文
省
。
朋
儕
慕
其
雅
尚
。
（
奉ほ
う

朝
ち
ょ
う

請せ
い
に
除じ
ょ
せ
ら
る
。
文
省
に
優
遊
し
、
朋ほ
う

儕さ
い
は
其
の
雅が

尚し
ょ
うを
慕し
た
う
。
）

壬
午
春
莫
。
書
于
懷
州
公
署
。
抱
一
張
公
祖
（
壬じ
ん

午ご

の
春
暮
、
懐
州
の
公
署
に
書
す
。
抱ほ
う

一い
つ

張ち
ょ
う

公こ
う

祖そ

）

庶
欲
弘
既
往
之
風
規
。
導
將
來
之
器
識
。
（
庶ね
が

わ
く
は
既き

往お
う

の
風ふ
う

規き

を
弘ひ
ろ

め
、
将
来
の
器き

識し
き

を
導
か
ん
と
欲
す
。
）

■
漢
字
教
範
試
験

　

 

条
幅
創
作
課
題
二
点
（
左
記
の
語
句
で
楷
書
一
点
・
行
草
体

一
点
）
と
臨
書
一
点
（
①
楷
書
・
②
行
書
・
③
草
書
の
条
幅

臨
書
課
題
か
ら
一
点
）
の　

計
三
点

　

受
験
資
格
（
漢
字
特
師
範
在
籍
者
）

　

創
作
課
題
「
半
天
墨
潑
孤
城
雨
。

　
　
　
　
　
　

羣
樹
紅
添
萬
壑
秋
。」〈
朱
楷
〉

■
漢
字
特
師
範
試
験

　

①
楷
書
・
②
行
書
・
③
草
書　

条
幅
臨
書
課
題　

計
三
点

　

受
験
資
格
（
漢
字
師
範
在
籍
者
）

　

臨
書　

①
楷
書
（
張
猛
龍
碑
）

　

臨
書　

②
行
書
（
王
鐸
・
行
書
五
律
五
首
巻
）

　

臨
書　

③
草
書
（
書
譜
）

■
漢
字
師
範
試
験

　

①
楷
書
・
②
行
書
・
③
草
書　

条
幅
臨
書
課
題　

計
三
点

　

受
験
資
格
（
漢
字
準
師
範
在
籍
者
）

　

臨
書　

①
楷
書
（
張
猛
龍
碑
）

　

臨
書　

②
行
書
（
王
鐸
・
行
書
五
律
五
首
巻
）

　

臨
書　

③
草
書
（
書
譜
）

■
漢
字
Ａ
試
験

　

①
楷
書
・
②
行
書
・
③
草
書　

条
幅
臨
書
課
題　

計
三
点

　

受
験
資
格
（
漢
字
新
入
〜
七
段
在
籍
者
）

　

臨
書　

①
楷
書
（
張
猛
龍
碑
）

　

臨
書　

②
行
書
（
王
鐸
・
行
書
五
律
五
首
巻
）

　

臨
書　

③
草
書
（
書
譜
）

■
漢
字
Ｂ
試
験

①
楷
書
・
②
行
書
・
③
草
書　

半
紙
臨
書
課
題　

計
三
点

　

受
験
資
格
（
漢
字
新
入
〜
四
段
在
籍
者
）

臨
書　

①
楷
書
（
孔
子
廟
堂
碑
）
「
六
義
象
形
」

臨
書　

②
行
書
（
蘭
亭
叙
）
「
品
類
之
盛
」

臨
書　

③
草
書
（
書
譜
）
「
楊
雄
謂
詩
」

■
漢
字
Ｃ
試
験

　

①
楷
書　

半
紙
臨
書
課
題　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
点

　

受
験
資
格
（
漢
字
新
入
〜
優
級
在
籍
者
）

　

臨
書　

①
楷
書
（
孔
子
廟
堂
碑
）
「
六
義
象
形
」

＊
漢
字
臨
書
条
幅
参
考
手
本
は
十
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

秋 期 昇 級 試 験（〆切 10月27日）



①
か
な
昇
級
試
験
課
題
（
条
幅
）
…
【
関
戸
本
古
今
集
】
（
二
玄
社
・
日
本
名
筆
選
19
）
74
頁　

１
０
８
０

②
か
な
昇
級
試
験
課
題
（
条
幅
）
…
【
関
戸
本
古
今
集
】
（
二
玄
社
・
日
本
名
筆
選
19
）
59
頁　

４
１

さ
さ
の
く
ま
ひ
の
く
ま
が
は
に尓

こ
ま
と
め
て天

し志

ば者

し
水み
ず

か可

へ
か閑

げ介

を多だ
に尓

み
む

春
夜
の農

暗や
み

は者

あ阿

や
志な
し
む
め
の
花は
な

い
ろ
こ
そ
み三

え要

ね祢

か可

や
は
か閑

く九

る
る

■
か
な
教
範
試
験

　

条
幅
創
作
課
題
（
左
記
の
語
句
で
一
点
）
と

　

②
の
条
幅
臨
書
課
題
一
点　

計
二
点

　

受
験
資
格
（
か
な
特
師
範
在
籍
者
）

　

創
作
課
題
「
風か

ぜ

は
清き
よ

し
月つ
き

は
さ
や
け
し
い
ざ
と
も
に

　
　
　
　
　
　

踊を
ど

り
明あ

か
さ
む
老お
い

の
な
ご
り
に
」
〈
良
寛
〉

　

臨
書　

②
関
戸
本
古
今
集
（
春
夜
の
…
）

　
　

＊
か
な
漢
字
の
変
換
自
由

■
か
な
特
師
範
試
験

　

①
②
の
条
幅
臨
書
課
題　

計
二
点

　

受
験
資
格
（
か
な
師
範
在
籍
者
）

　

臨
書　

①
関
戸
本
古
今
集
（
さ
さ
の
く
ま
…
）

　

臨
書　

②
関
戸
本
古
今
集
（
春
夜
の
…
）

■
か
な
師
範
試
験

　

①
②
の
条
幅
臨
書
課
題　

計
二
点

　

受
験
資
格
（
か
な
準
師
範
在
籍
者
）

　

臨
書　

①
関
戸
本
古
今
集
（
さ
さ
の
く
ま
…
）

　

臨
書　

②
関
戸
本
古
今
集
（
秋
風
に
…
）

■
か
な
Ａ
試
験

　

①
②
の
条
幅
臨
書
課
題　

計
二
点

　

受
験
資
格
（
か
な
新
入
〜
秀
位
在
籍
者
）

　

臨
書　

①
関
戸
本
古
今
集
（
さ
さ
の
く
ま
…
）

　

臨
書　

②
関
戸
本
古
今
集
（
春
夜
の
…
）

■
か
な
Ｂ
試
験
…
（
半
紙
）

　

半
紙
課
題　
　

一
点

　

受
験
資
格
（
か
な
新
入
〜
優
位
在
籍
者
）

　

自
運　

（
や
ま
か
は
に
・
・
・
）

■
硬
筆
部　

次
号
掲
載

　

昇
級
試
験
関
係
法
帖
取
次
い
た
し
ま
す
。

○
二
玄
社　

「
張
猛
龍
碑
」　
　

（
23
）
ガ
イ
ド
付
三
、
〇
五
八
円　

送
料　

三
七
〇
円

○
二
玄
社　

「
王
鐸
集
」　
　
　

（
48
）
ガ
イ
ド
付
三
、
二
七
八
円　

送
料　

三
七
〇
円

○
二
玄
社　

「
書
譜
」　
　
　
　

（
38
）
ガ
イ
ド
付
三
、
二
七
八
円　

送
料　

三
七
〇
円

○
二
玄
社　

「
関
戸
本
古
今
集
」　
　
　
　
　
　
　

三
、
七
四
〇
円　

送
料　

三
七
〇
円

＊
送
金
は
現
金
書
留
ま
た
は
振
替
も
可
。

・
二
冊
（
二
種
）
送
料　

三
六
〇
円
・
三
冊
（
三
種
）
送
料　

五
二
〇
円

・
四
冊
（
四
種
）
送
料　

五
二
〇
円

☆
昇
級
試
験
を
お
ひ
と
り
で
受
験
さ
れ
る
方
へ

『
昇
級
試
験
課
題
は
、
教
範
試
験
を
除
い
て
す

べ
て
「
臨
書
」
で
す
。
臨
書
学
習
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
臨
書
作
品
を
制
作

す
る
と
い
う
点
で
法
帖
の
よ
り
良
い
見
方
を
知

る
上
で
も
、
先
生
方
の
肉
筆
手
本
や
添
削
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。
』

◆
昇
級
試
験
を
受
け
る
方
へ
◆

◎
肉
筆
手
本　
　

半
切
一
葉　

六
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　

（
課
題
臨
書
手
本
に
限
る
）

　

本
部
ま
た
は
添
削
の
先
生
へ
揮
毫
料
と
返
信

　

封
筒
を
添
え
て
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
現
金
書
留
の
み
）

◎
添　
　

削　
　

半
切
一
葉　

二
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　

（
課
題
臨
書
手
本
に
限
る
）

秋 期 昇 級 試 験（〆切 10月27日）



  漢字Ｂ試験・漢字C試験（半紙臨書）・かなB試験（半紙手本）
①楷書　孔子廟堂碑（六義象形）

③草書　書譜（楊雄謂詩）

②行書　蘭亭叙（品類之盛）

かなＢ試験（やまかはに　かぜのかけたる　しがらみは
八

なが
可

れも
毛

あへ
遍

ぬ  もみぢ
遅

な
那

り
利

け
介

り」(春
はる

道
みちの

列
つら

樹
き

）貞永大樹書

㊟落款の書き方…漢字半紙作品は左側に雅号又は名前「〇〇臨」のみを毛筆書し、さらに左下に
「支部・〇級・姓号」を鉛筆書して下さい。かなは「〇〇かく」と毛筆書して下さい。



秋期昇級試験　篆書科・隷書科・詩文書科（半紙手本）

※
こ
の
ペ
ー
ジ
の
篆
書
科
・
隷
書
科
・
詩
文
書
科
の
課
題
は
十
月
号
昇
級

試
験
課
題
の
予
告
で
す
。
月
例
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
注
意
下
さ
い
。

★
昇
級
試
験
の
き
ま
り

《
篆
書
科
・
隷
書
科
》

　

①
半
紙
タ
テ
。
毛
筆
落
款
不
要
。

　

②
左
下
に
鉛
筆
で
篆
書
科
は
「
支
部
・
篆
○
級
・
姓
号
」・
隷
書
科
は
「
支

部
・
隷
○
級
・
姓
号
」
を
横
書
き
し
て
下
さ
い
。

　

③
篆
書
科
・
隷
書
科
の
段
級
は
独
自
で
す
。

《
詩
文
書
科
》

　

①
半
紙
タ
テ
。
毛
筆
の
落
款
は
自
分
の
名
（
号
）
を
書
く
。

　

②
左
下
に
鉛
筆
で
「
支
部
・
詩
○
級
・
姓
号
」
を
横
書
き
し
て
下
さ
い
。

　

③
詩
文
書
科
の
段
級
は
独
自
で
す
。

◎
十
月
号
昇
級
試
験
募
集
要
項
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

篆書科（幽遠）　　　日賀野　琢書

詩
文
書
科
（
苦
み
ま
た
大
地
の
恵
み
蕗
の
た
う
）
〈
戸
﨑
千
代
子
の
句
〉

赤
澤　

寧
生
書

隷書科（萬歳期延年）　　日賀野　琢書


